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【写真1】太祖神社所蔵石製香炉。

（写真提供：井形進氏）

【図1】太祖神社所蔵石製香炉 実測図（S＝1/3）。

　
　
　

は
じ
め
に

平
成
二
十
六
年
秋
、
九
州
歴
史
資
料
館
で
特
別
展

『
福
岡
の
神
仏
の
世
界　

九
州
北
部
に
花

開
い
た
信
仰
と
造
形
』
が
開
催
さ
れ
た
。
大
陸
文
化
の
流
入
や
対
外
交
渉
の
窓
口
と
し
て
の
福

岡
と
い
う
点
を
支
点
と
し
、
信
仰
に
関
わ
る
造
形
を
集
約
し
た
展
覧
会
で
あ
り
、
古
の
信
仰
遺

品
か
ら
、
原
風
景
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
１
）

こ
の
展
覧
会
で
、
初
め
て
出
品
さ
れ
た
の
が
篠
栗
町
の
若
杉
山
山
頂
に
あ
る
太
祖
神
社
上
宮

所
蔵
の
石
製
香
炉

（
写
真
１
・
図
１
）
で
あ
る
。
石
製
香
炉
は
以
前
か
ら

「
石
造
花
文
台
」
と

し
て
九
州
歴
史
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
同
様
の
類
例
も
国
内
に
は
な
く
、

そ
の
年
代
、
用
途
な
ど
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
収
蔵
庫
に
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

「
大
陸
系
の
石
造
物
で
は

な
い
か
」
と
井
形
進
氏
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
小

郡
市
に
九
州
歴
史
資
料
館

が
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な

く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
近
年
、

薩
摩
塔
や
宋
風
獅
子
な
ど

の
石
造
物
の
研
究
を
機
に
、

九
州
で
の
大
陸
系
石
造
物
の

研
究
が
進
み
、
少
し
前
ま
で
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
石
造
物
の
な
か
に
、
大
陸
に
起
源
を
も
つ
も

の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
て
い
る
。
井
形
進
氏
も
薩
摩
塔
や
宋
風
獅
子
な
ど
の

大
陸
系
石
造
物
の
研
究（

２
）

の
過
程
で
、
こ
の
石
製
香
炉
に
つ
い
て
大
陸
系
の
石
造
物
で
は
な
い
か
と
い

う
見
解
を
も
た
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
井
形
氏
と
実
見
を
重
ね
、
石
製
香
炉
に
つ
い
て
の
調
査
を
進
め
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、

太
祖
神
社
所
蔵
の
大
陸
系
石
製
香
炉

江
上
　
智
恵
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【写真 2】 香炉の内面。

【写真 4】 くびれ部。【写真 3】 首羅山遺跡の薩摩塔 （西塔）。

【写真 7】 南宋石刻公園の石塔。

（写真提供 ： 井形進氏）

【写真 6】 油山山麓の薬師堂の石塔。 【写真 5】 水元神社の薩摩塔。
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【写真 8】 福岡市堅粕馬頭観音の薩摩塔。

【写真 9】 博多遺跡群出土中国系瓦。

（写真提供 ： 福岡市埋蔵文化財センター）

そ
の
成
果
と
し
て
太
祖
神
社
所
蔵
の
石
製
香
炉
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
若
杉
山
周
辺

の
大
陸
系
の
遺
物
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

一　

石
製
香
炉
に
つ
い
て

太
祖
神
社
所
蔵
の
石
製
香
炉
は
器
高
二
五
・
二
ｃ
ｍ
、
残
存
す
る
口
径
二
二
・
四
ｃ
ｍ
、
底
径

一
八
・
六
ｃ
ｍ
で
あ
る
。
全
体
的
に
灰
白
色
を
呈
す
る
。
台
座
は
段
を
有
し
、
蝶
足
と
呼
ば
れ
る

六
つ
の
脚
を
も
つ
。
そ
の
上
に
は
球
状
の
太
極
文
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
形
状
の
く
び
れ
部
を

も
ち
、
そ
の
上
に
二
段
の
蓮
弁
を
配
す
る
。
蓮
弁
の
上
部
に
は
蕊
を
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
六

枚
の
花
び
ら
状
の
彫
刻
を
施
し
て
い
る
。
上
面
は
浅
い
碗
の
よ
う
に
彫
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
彫
り
こ

み
の
内
面
は
粗
い
ノ
ミ
痕
が
残
り
、
煤
が
付
着
し
て
い
る

（写
真
２
）
。

石
材
に
つ
い
て
は
肉
眼
観
察
の
み
し
か
行
っ
て
い
な
い
が
凝
灰
岩
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

同
様
の
石
製
香
炉
は
、
現
状
で
は
国
内
で
の
類
例
を
知
ら
な
い
が
、
細
部
の
彫
刻
に
つ
い
て
は
い

く
つ
か
の
類
例
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
全
体
的
な
つ
く
り
で
あ
る
。
正
面
と
な
る
面
の
彫
刻
は
丁
寧
で
あ
る
が
、
背
面
の
仕
上

げ
が
正
面
に
比
べ
て
粗
い
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
例
え
ば
箱
崎
の
恵
光
院
の
石

造
の
十
一
面
観
音
像

（
３
）

な
ど
、
大
陸
系
の
石
造
物
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

蝶
足
は
、
恵
光
院
の
石
造
の
十
一
面
観
音
や
薩
摩
塔
の
脚
部

（
写
真
３
）
に
類
似
す
る
。
薩

摩
塔
と
は
薩
摩
地
方
で
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
鹿
児
島
県
坊
津

周
辺
、
長
崎
県
平
戸
市
周
辺
、
福
岡
県
周
辺
に
偏
在
す
る
南
宋
期
の
大
陸
系
石
塔
で
あ
る
。

球
状
の
く
び
れ
部
の
文
様

（写
真
４
）
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
南
九
州
市
水
元
神
社

（写
真

５
）
や
神
殿
の
薩
摩
塔
の
頂
部
な
ど
に
似
た
文
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
福
岡
市
西
油
山
の
薬

師
堂
に
も
類
似
す
る
石
造
物
が
あ
る

（
写
真
６
）。

（
４
）

ま
た
、
年
代
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
中
国
で

も
南
宋
石
刻
公
園
の
石
塔
に
類
似
し
た
も
の
が
あ
る

（写
真
７
）。

（
５
）

西
油
山
の
薬
師
堂
の
石
造
物

は
笠
は
後
補
で
あ
る
が
、
球
状
の
頂
部
の
下
に
蓮
弁
を
配
し
た
つ
く
り
は
、
南
宋
石
刻
公
園
の
石

塔
に
類
似
し
て
い
る
。

蓮
弁
の
表
現
も
中
国
南
宋
石
刻
公
園
の
石
塔

（写
真
７
）
に
類
似
し
、
福
岡
市
堅
粕
馬
頭
観

音
の
薩
摩
塔
の
台
座
に
刻
ま
れ
た
蓮
弁

（写
真
８
）
に
も
通
じ
る
。
さ
ら
に
蓮
弁
上
部
の
蕊
の
表

現
は
博
多
出
土
の
中
国
系
瓦
な
ど
で
強
調
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（写
真
９
）
。

ま
た
、
石
造
物
で
は
な
い
が
、
鹿
児
島
県
一
乗
院
所
蔵
と
伝
え
ら
れ
る
の
蓮
華
形
香
炉
も
類

例
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。
六
層
の
蓮
弁
を
も
つ
白
磁
の
香
炉
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
太
祖
神
社
所
蔵
の
石
製
香
炉
は
、
南
宋
期
頃
の
大
陸
由
来
の
遺
物
に
通
じ
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【写真 10】 若杉山と米ノ山 （久山町方面より）。

【写真 11】 太祖神社上宮。

る
特
徴
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
中
国
で
製
作
さ
れ
た
石
造
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

二　

若
杉
山
と
太
祖
神
社
の
概
要

こ
こ
で
、
若
杉
山

（写
真
１０
）
と
太
祖
神
社

（写
真
１１
）
の
概
略
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
太

祖
神
社
の
あ
る
若
杉
山
は
、
標
高
六
八
一
ｍ
、
福
岡
平
野
の
東
、
糟
屋
郡
篠
栗
町
と
須
惠
町
に

ま
た
が
る
。
大
宰
府
政
庁
を
包
む
よ
う
に
弓
な
り
に
連
な
る
三
郡
山
地
の
東
に
位
置
す
る
。
篠

栗
新
四
国
八
十
八
か
所
の
霊
場
と
し
て
今
も
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

若
杉
山
の
名
の
お
こ
り
は
、
神
功
皇
后
が
朝
鮮
半
島
に
出
兵
す
る
際
に
こ
の
社
の
神
木
と
し
て

杉
を
枝
を
折
っ
て
鎧
に
さ
し
、
諸
神
の
ご
加
護
を
祈
っ
た
か
ら
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
戦
に
勝
利
し

た
神
功
皇
后
は
生
色
を
失
わ
な
か
っ
た
杉
の
枝
を
香
椎
宮
の
そ
ば
に
植
え
、
こ
れ
が
綾
杉
と
し
て

茂
り
、
そ
の
分
け
植
え
の
故
事
に
よ
っ
て

「
分
杉
山
」
と
な
り
、
そ
れ
が

「
若
杉
山
」
に
な
っ
た

と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
今
も
太
祖
神
社
上
宮
の
社
殿
の
横
に
神
功
皇
后
の
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

神
功
皇
后
の
伝
説
は
若
杉
山
周
辺
に
多
く

残
っ
て
お
り
、
若
杉
山
山
頂
付
近
か
ら
の
絶

景
か
ら
も
、
こ
の
地
が
海
を
臨
ん
だ
重
要
な

場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

伝
承
に
よ
れ
ば
養
老
年
間
、
奈
良
時
代

頃
に
イ
ン
ド
の
僧
侶
善
無
畏
三
蔵
が
若
杉
山

に
来
山
し
、
聖
武
天
皇
の
こ
ろ
、
延
年
寺

太
祖
山
三
蔵
院
と
い
う
宮
寺
が
建
て
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
若
杉
山
に
伝
え
ら
れ
る

千
手
観
音
立
像
は
九
世
紀
に
遡
る
と
さ
れ
、

こ
の
山
が
平
安
時
代
前
期
か
ら
、
霊
山
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

篠
栗
町
側
の
右
谷
に
は
石

泉
寺
が
、
須
恵
町
側
の
佐
谷

に
は
建
正
寺
が
創
建
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
中
世
に
か
け

て
こ
れ
ら
の
二
つ
の
寺
院
を
中

心
に
、
若
杉
山
は
三
〇
〇
も

の
坊
を
も
つ
山
岳
寺
院
と
し
て

栄
え
た
と
さ
れ
る
。
中
世
後

半
に
衰
退
し
た
が
、
近
世
に
宝

満
山
の
山
伏
の
峰
入
り
の
ル
ー
ト
と
な
り
、
宝
満
山
の
亀
石
坊
宥
弁
が
再
興
し
、
石
泉
寺
の
な
が

れ
を
く
ん
だ
石
井
坊
な
ど
が
修
験
の
重
要
な
拠
点
と
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た

「
郷
社
太
祖
宮
見
取
図
」
に
よ
る
と
、
山
頂
に
太
祖
宮
上
宮
、
中
腹

に
石
井
坊
や
若
杉
山
観
音
堂
、
山
麓
に
太
祖
宮
下
宮
が
あ
る
。
坊
跡
も
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
。

山
麓
の
太
祖
宮
下
宮
横
の
若
杉
肥
前
谷
遺
跡
の
調
査
で
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代

の
貿
易
陶
磁
器
や
大
型
の
コ
ン
テ
ナ
と
想
定
さ
れ
る
甕
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
当
時
の
山
中
の

様
子
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
６
）

三　

若
杉
山
周
辺
の
大
陸
系
の
遺
物

若
杉
山
と
そ
の
周
辺
に
は
大
陸
系
の
石
造
物
を
は
じ
め
、
大
陸
に
由
来
す
る
特
徴
的
な
遺
物

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）

石
製
香
炉
が
確
認
さ
れ
た
太
祖
神
社
に
は
、
宋
風
獅
子
が
一
対
と
、
一
体

（
一
対
の
う
ち
一

体
は
所
在
不
明
）
が
あ
る

（
写
真
１２
）
。
宋
風
獅
子
と
は
石
造
の
獅
子
像
で
、
現
状
で
は
十
数

基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
や
岡
山
県
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は

北
部
九
州
に
偏
在
す
る
大
陸
系
石
造
物
で
あ
る
。
宗
像
大
社
所
蔵
の
宋
風
獅
子
に
刻
ま
れ
た
建
仁
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【写真 12-2】 太祖神社所蔵宋風獅子 （1 軀） （『山

の神々─九州の霊峰と神祇信仰─』 九州国立

博物館 ・ 2013 より）。

【写真 12-3】 太祖神社所蔵宋風獅子 （1 軀） （『山

の神々─九州の霊峰と神祇信仰─』 九州国立

博物館 ・ 2013 より）。

【写真 12-1】太祖神社所蔵宋風獅子（1 対）（『福岡の神仏の世界』九州歴史資料館・

2014 より）。

【図 2】 天治 3 年 （1126） 銘の経筒 （『第 1 回九州山岳霊場遺跡研究会　北部九

州の山岳霊場遺跡資料集』 2011 より）。

【図 3】 正中 2 年 （1325） 銘の板碑 （『第 1 回九州山岳霊場遺跡研究会　北部九州の

山岳霊場遺跡資料集』 2011 より）。
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【写真 13】 建正寺。

【写真 14】 若杉乙犬層塔。

【写真 15】 太祖神社所蔵滑石製石鍋の未成品。

元
年

（
一
二
〇
一
年
）
奉
納
銘
か
ら
南
宋
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

若
杉
山
佐
谷
で
は
現
在
の
建
正
寺

（
写
真
１３
）
付
近
に
経
塚
が
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
出
土

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
出
土
品
に

「
天
治
三
年

（
二
二
六
年
）
」
「
宋
人
馮
栄
伏
」
「
弟
子
鄭
」
な

ど
中
国
人
銘
が
線
刻
さ
れ
た
も
の
が
あ
る

（
図
２
）
。
佐
谷
に
は
正
中
二
年

（
一
三
二
五
年
）
の

法
華
経
願
文
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
現
存
す
る

（
図
３
）
。
筥
崎
で
法
華
経
一
万
部
を
読
み
始
め
、

若
杉
山
上
宮
で
数
千
部
を
読
み
、
佐
谷
山
賢
聖
院

（
有
智
山
寺
末
寺
）
で
結
願
し
た
と
さ
れ
る
。

（
８
）

こ
の
石
碑
か
ら
、
賢
聖
院
が
有
智
山
寺

（
宝
満
山
）
の
末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
大
陸
と
の
関
係

が
深
か
っ
た
筥
崎
宮
と
の
関
係
が
示
唆
さ
れ
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

麓
で
発
見
さ
れ
た
若
杉
乙
犬
層
塔
の
部
材

（写
真
１４
）
も
大
陸
系
の
石
造
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

方
形
の
石
塔
で
、
一
辺
の
中
央
に
尊
像
が
刻
ま
れ
、
格
子
状
の
彫
刻
が
あ
る
。

ま
た
、
右
谷
の
石
井
坊
所
蔵
の
十
二
世
紀
の
不
動
明
王
立
像
な
ど
に
も
腰
回
り
の
彫
刻
の
表

現
な
ど
に
も
宋
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
と
い
う（

９
）

指

摘
も
あ
り
、
大
陸
の
影
響
を
受
け
た
遺
物
が
あ

る
点
も
重
要
で
あ
る
。

石
製
香
炉
と
と
も
に
九
州
歴
史
資
料
館
に
寄

託
さ
れ
た
資
料
の
な
か
に
、
滑
石
製
石
鍋
の
未

成
品
に
類
似
す
る
資
料
が
あ
る

（写
真
１５
）
。
滑

石
製
石
鍋
は
中
世
以
降
、
長
崎
県
西
彼
杵
半
島

な
ど
を
中
心
に
大
量
生
産
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ
類
と
い
わ
れ
る
瘤
状
の
取
手
を
つ
く
り
出
す
古

い
段
階
の
石
鍋
の
分
布
を
み
る
と
、
太
宰
府
や

喜
界
島
、
五
島
列
島
な
ど
の
、
大
陸
と
の
交
易

と
深
く
関
わ
る
地
域
に
の
み
集
中
し
て
出
土
す
る

傾
向
が
あ
る
。
太
祖
神
社
所
蔵
の
石
鍋
の
未
成

品
は
、
瘤
状
の
取
手
も
二
か
所
と
典
型
的
な
四
耳
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
と
は
異
な
る
形
状
を
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
若
杉
山
が
滑
石
の
産
地
で
あ
り
、
向
ノ
山
経
塚
で
の
滑
石
製
経
筒
や
、

Ⅰ
類
の
滑
石
製
石
鍋
の
未
製
品
な
ど
も
出
土
し
て
お
り

（
（1
（

、
古
い
段
階
か
ら
滑
石
製
品
を
つ
く
っ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
太
祖
宮
所
蔵
の
未
製
品
は
、
遺
さ
れ
た
最
終
調
整
の
縦
方
向

の
ノ
ミ
痕
が
、
Ⅰ
類
の
滑
石
製
石
鍋
の
調
整
に
似
て
い
る
点
な
ど
、
古
い
段
階
の
石
鍋
の
未
製
品

で
可
能
性
が
高
い
。

石
鍋
製
作
跡
は
若
杉
山
の
北
側
に
位
置
す
る
首
羅
山
に
も
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
山
が
大
陸
と
深

く
関
係
し
た
山
林

・
山
岳
寺
院
で
あ
る
点
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
石
製
香
炉
が
発
見
さ
れ
た
若
杉
山
太
祖
神
社
周
辺
に
は
大
陸
由
来
の
特
徴
的
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【図 4】 白山神社経塚出土遺物 （S ＝ 1/10, 1/6）。

【図 5】 首羅山遺跡の薩摩塔 （西塔）

（S ＝ 1/12）。

な
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

若
杉
山
の
麓
を
流
れ
る
多
々
良
川
と
そ
の
支
流
の
流
域
で
は
、
近
年
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
の

粕
屋
町
阿
恵
遺
跡
で
倉
庫
群
や
政
庁
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
大
き
な
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
ま
た

越
州
窯
系
の
遺
物
が
多
く
出
土
す
る
多
々
良
込
田
遺
跡
で
も
倉
庫
群
が
発
見
さ
れ
、
多
々
良
川

河
口
や
そ
の
流
域
は
古
代
よ
り
交
易
を
中
心
と
し
た
重
要
な
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
。
博
多
綱
首
の
名
を
墨
書
し
た
土
器
が
出
土
す
る
香
椎
Ｂ
遺
跡
や
、
鎌
倉
時
代
に
大
友
貞
宗

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
円
覚
経
を
開
版
し
た
顕
孝
寺
が
つ
く
ら
れ
る
な
ど
、
中
世
に
な
る
と
大
陸
の

影
響
が
さ
ら
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
若
杉
山
の
北
側
に
は
国
史
跡
首
羅
山
遺
跡
が
あ
る
。
首
羅
山
遺
跡
も
平
安
時
代
後
期

か
ら
中
世
前
半
を
最
盛
期
と
し
た
山
林
寺
院
で
あ
っ
た
。
首
羅
山
の
本
谷
地
区
や
西
谷
地
区
の

中
心
部
か
ら
は
、
若
杉
山
が
遥
拝
で
き
る
。
ま
た
、
若
杉
山
の
尾
根
伝
い
に
あ
る
米
ノ
山
の
山
頂

か
ら
は
首
羅
山
遺
跡
が
よ
く
見
え
る
。

首
羅
山
山
頂
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
白
山
神
社
経
塚
出
土
遺
物

（
図
４
）
の
な
か
に
天
仁
二
年

（
一
一
〇
九
年
）
銘
の
四
段
積
上
式
経
筒
が
あ
り
、
底
面
に
宋
人
名
と
考
え
ら
れ
る

「
徐
工
」

の
墨
書
が
あ
る
。
ま
た
、
薩
摩
塔
二
基

（
写
真
３
・
図
５
）
、
宋
風
獅
子
一
対
が
現
存
し
て
い
る
。

本
谷
地
区
か
ら
は
高
麗
青
磁
印
花
文
香
炉
や
景
徳
鎮
産
青
白
磁
刻
花
文
深
鉢
な
ど
十
二
世
紀

後
半
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
の
貿
易
陶
磁
器
の
優
品
が
出
土
す
る
。
ま
た
、
首
羅
山
に
は
悟

空
敬
念
と
い
う
大
陸
で
参
禅
修
行
し
た
渡
海
僧
が
入
山
し
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
悟
空
敬
念

は
、
摂
政
近
衛
兼
平
と
の
師
弟
関
係
が
あ
り
、
執
権
北
条
時
頼
と
の
面
談
も
あ
る
な
ど
、
幕
府

と
通
じ
た

（
（1
（

禅
僧
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
博
多
と
密
接
な
円
爾
系
統
の
禅
宗
勢
力
に
所
属
し
て
お
り
、（

（1
（

悟
空
敬
念
の
入
山
の
記
録
は
、
首
羅
山
が
大
陸
と
深
く
関
係
す
る
山
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
近
年
の
福
岡
平
野
周
縁
の
山
々
の
調
査

・
研
究
に
よ
っ
て
、
山
林

・
山
岳
寺
院
の

な
か
に
は
、
特
に
大
陸
系
の
特
徴
的
な
遺
物
が
出
土
し
た
り
、
渡
海
僧
の
入
山
の
記
録
が
あ
る
な

ど
、
大
陸
色
の
強
い
山
が
あ
る
こ
と
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
て
き
て
い
る
。
若
杉
山
は
渡
海
僧

の
入
山
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
山
中
に
遺
さ
れ
た
大
陸
由
来
の
遺
物
や
、
正
中
二
年
の

第Ⅰ部　歴史を歩く
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【写真 16】 首羅山遺跡調査指導委員会の現地視察。 座って板碑を読んでいる

服部先生 （平成 17 年）。

板
碑
の
銘
文
の
内
容
な
ど
か
ら
、
有
智
山
寺

（
宝
満
山
）
や
筥
崎
宮
の
別
院
を
通
じ
て
大
陸
と

密
接
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
今
回
報
告
し
た
石
製
香
炉
は
、
当
時
の
大
陸
と
若
杉
山
の
往
来
を
示
す
特

徴
的
な
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
大
陸
の
遺
物
が
山
に
入
る
背
景
に
は
、
禅

僧
だ
け
で
は
な
く
博
多
綱
首
と
呼
ば
れ
る
中
国
人
商
人
と
の
関
わ
り
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う

し
た
人
々
が
ど
の
よ
う
に
山
々
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
は
未
だ
見
え
て
い
な
い
。
今
後
も
更
に
山
々

に
遺
さ
れ
た
遺
物
を
再
精
査
し
、
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
服
部
先
生
と
首
羅
山
遺
跡
】

服
部
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
首
羅
山
遺
跡
の
調
査
の
立
ち
上
げ
の
時
で
し
た
。
な

に
せ
当
時
は
全
く
無
名
の
荒
山
だ

っ
た
首
羅
山
で
し
た
。
断
ら
れ
る

の
を
覚
悟
で
指
導
委
員
会
の
副
委

員
長
の
お
願
い
に
あ
が
り
ま
し
た

が
、
あ
っ
さ
り
お
受
け
い
た
だ
い
た

の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
す
で
に
十
年
、
あ
の

荒
山
が
今
は
国
史
跡
に
な
り
ま

し
た
。
服
部
先
生
は
は
じ
め
の
頃

か
ら

「
対
外
交
渉
が
ポ
イ
ン
ト
だ

ね
。
」
「
国
史
跡
に
は
な
る
よ
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
の

予
言
は
的
中
し
ま
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
、
無
理
を
言
っ

て
町
内
の
聞
き
取
り
調
査
も
お
願

し
ま
し
た
。
先
生
の
調
査
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
そ
こ
に
住
む
人
々
と
関
わ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今

の
地
域
や
学
校
と
一
体
と
な
っ
た
首
羅
山
の
調
査
や
活
用
の
基
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
は
、
本
書
の
編
集
に
携
わ
ら

れ
て
い
る
貴
田
潔
氏
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で

『
久
山
の
景
観
と
く
ら
し
』
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

古
い
地
名
の
地
図
な
ど
も
作
成
し
今
の
調
査

・
研
究
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

着
眼
点
を
少
し
広
げ
た
り
、
視
点
を
か
え
る
こ
と
で
新
し
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
薩
摩
塔
や
宋
風
獅
子
の
研
究
や
首
羅
山
遺
跡
の
調
査
は
ま
さ
に
そ
う
し
た

視
点
が
必
要
で
し
た
。

遺
物
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
く
と
、
今
回
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
石
製
香
炉
の
よ
う
に
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
姿
が
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
、
ま
た
そ
こ
か
ら
新
た
な
疑
問
も

湧
い
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た

「
再
発
見
」
の
過
程
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
ご
報

告
を
す
る
た
び

「
歴
史
は
お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
」

服
部
先
生
は
に
こ
り
と
笑
っ
て
そ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

脱
稿
間
際
に
先
生
に
お
送
り
い
た
だ
い
た

『
蒙
古
襲
来
』
を
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
だ
見

え
て
い
な
い
歴
史
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
本
当
に
歴
史
は
お
も
し
ろ
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

六
郷
満
山
の
回
峰
行
の
お
話
し
や
山
登
り
の
お
話
し
な
ど
、
研
究
以
外
の
お
話
し
な
ど
も
い
つ

も
楽
し
そ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
年
の
委
員
会
の
あ
と
、
服
部
先
生
と
桃
崎
先
生
と
蛍
を

見
に
い
き
ま
し
た
。
猪
野
川
や
久
原
川
を
は
し
ご
し
ま
し
た
。
猪
野
で
は
天
照
皇
大
神
宮
の
す

ぐ
下
の
五
十
鈴
橋
の
と
こ
ろ
に
今
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
蛍
が
飛
ん
で
い
て
、

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
こ
れ
も
楽
し
か
っ
た
思
い
出
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
前
の
委
員
会
で
は
、
猪

野
を
再
度
視
察
し
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
橋
を
気
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
「
今
度
は
桜
の
季
節
に
花
見
だ
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ね
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
お
時
間
で
き
ま
し
た
ら
お
花
見
や
山
登
り
も
ご
一
緒
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
首
羅
山
遺
跡
と
も
ど
も
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
よ
ろ
し
く
ご

指
導
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
１
）　

九
州
歴
史
資
料
館

『
福
岡
の
神
仏
の
世
界
―
九
州
北
部
に
花
開
い
た
信
仰
と
造
形
―
』
（
二
〇
一
四
年
）
。

（
２
）　

井
形
進

『
薩
摩
塔
の
時
空
』
（
花
乱
社
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
他
。

（
３
）　

末
吉
武

「
福
岡
恵
光
院
灯
籠
堂
の
石
造
十
一
面
観
音
像
―
南
宋
彫
刻
の
可
能
性
と
図
像
の
検
討
―
」
（
『
福
岡
市

博
物
館
研
究
紀
要
』
二
二
、
二
〇
一
二
年
）
。

（
４
）　

大
庭
康
時
氏
に
現
地
を
ご
案
内
い
た
だ
き
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。

（
５
）　

井
形
進
氏
よ
り
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。

（
６
）　

篠
栗
町
教
育
委
員
会

『
若
杉
肥
前
谷
遺
跡
』
篠
栗
町
文
化
財
調
査
報
告　

第
五
集

（
一
九
九
九
年
）
。

（
７
）　

桃
崎
祐
輔
「
第
Ⅰ
章　

糟
屋
郡
域
の
考
古
資
料
に
み
る
中
世
社
会
の
成
立
過
程
と
対
外
交
渉
―
山
岳
寺
院
・
仏
像
・

経
塚

・
石
造
物
」
（
『
福
岡
大
学
考
古
資
料
集
成
３　

福
岡
県
若
杉
山
麓
に
お
け
る
中

・
近
世
考
古
資
料
の
調
査
』
、

二
〇
一
〇
年
）
。

（
８
）　

服
部
英
雄

「
首
羅
山
、
背
景
の
宋
人
社
会
と
禅
宗
化
」
（
『
首
羅
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
久
山
町
文
化
財

調
査
報
告　

第
一
六
集
、
二
〇
一
二
年
）
。

（
９
）　

前
掲
注
１
に
同
じ
。

（
１０
）　

夏
木
大
吾

「
第
Ⅲ
章　

糟
屋
に
お
け
る
中
世
滑
石
製
品
の
調
査
成
果
」
（
『
福
岡
大
学
考
古
資
料
集
３　

福
岡
県

若
杉
山
麓
に
お
け
る
中

・
近
世
考
古
資
料
の
調
査
』
、
二
〇
一
〇
年
）
。

（
１１
）　

前
掲
注
８
に
同
じ
。

（
１２
）　

伊
藤
幸
司

「
悟
空
敬
念
と
そ
の
時
代
」
（
『
首
羅
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
久
山
町
文
化
財
調
査
報
告　

第

一
六
集
、
二
〇
一
二
年
）
。

（
久
山
町
教
育
委
員
会
）

第Ⅰ部　歴史を歩く
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